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町
功
労
者
を
表
彰�
町
功
労
者
を
表
彰�

11
月
12
日
に
町
発
展
の
た
め
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

今
年
度
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
11
名
で
す
。

〈
自
治
功
労
〉

永沼時子氏
（中央）

平
成
７
年
５
月
か
ら
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
納
税
功
労
〉

湯淺信晴氏
（丸山）

昭
和
55
年
５
月
か
ら
平
成
17
年

５
月
ま
で
上
尾
法
人
会
伊
奈
支
部

役
員
及
び
伊
奈
支
部
長
と
し
て
、

申
告
納
税
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

東 栄一氏
（大針）

平
成
元
年
５
月
か
ら
平
成
17
年

５
月
ま
で
青
色
申
告
会
会
長
と
し

て
、
申
告
納
税
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

狩野幸司氏
（小針新宿）

平
成
６
年
６
月
か
ら
消
防
団
員

と
し
て
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及

と
消
防
業
務
の
遂
行
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

〈
消
防
功
労
〉

阿曽泰明氏
（南本）

平
成
４
年
12
月
か
ら
平
成
16
年

11
月
ま
で
民
生
委
員
及
び
児
童
委

員
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

〈
社
会
福
祉
功
労
〉押田賢司氏

（大針）
富所正治氏
（栄南）

三宅絹子氏
（栄北）

平
成
４
年
12
月
か
ら
民
生
委
員

及
び
児
童
委
員
と
し
て
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

田口孝一氏
（小針内宿）

平
成
６
年
５
月
か
ら
軍
人
恩
給

会
会
長
と
し
て
、
会
員
相
互
の
福

利
増
進
を
図
る
と
と
も
に
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

木田 博氏
（小針内宿）

平
成
４
年
４
月
か
ら
身
体
障
害

者
福
祉
会
副
会
長
及
び
会
長
と
し

て
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

小林 喬氏
（羽貫）

平
成
２
年
７
月
か
ら
平
成
17
年

７
月
ま
で
農
業
委
員
会
委
員
及
び

会
長
と
し
て
、
農
業
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

〈
農
業
功
労
〉

市川　浩氏
（丸山）

昨
年
11
月
、
教
育
の
振
興
に
と

多
大
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

菊池清治氏
（南本）

今
年
10
月
、
町
政
の
振
興
に
と

多
大
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

感
謝
状
を�

贈
呈�
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旭
日
双
光
章
を
受
章

鳥
海
氏
は
、
昭
和
46
年
５
月
伊
奈
町
議
会

議
員
に
当
選
し
、
以
来
平
成
12
年
３
月
ま
で

の
８
期
約
29
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町

議
会
議
長
、
町
議
会
副
議
長
、
文
教
民
生
常

任
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

町
政
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
そ
の
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

山

氏
は
、
昭
和
22
年
４
月
か
ら
平
成
４

年
３
月
ま
で
、
国
立
印
刷
局
に
勤
務
し
、
大

蔵
技
官
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
を
受
章〔

警
察
功
労
〕

こ
の
勲
章
は
、
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業

務
に
従
事
し
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
授

与
さ
れ
ま
す
。

秋
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

鳥海 努氏
（小針新宿）

山 省三氏
（大針）

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

山本昭二氏
（羽貫）

第31回町展の受賞者
（埼玉県民芸術文化祭2005協賛事業）

11月１日～６日にかけて開催された町
美術展覧会（町展）には、各部門あわせ
て128点の応募があり、次の方々が受賞
されました。
＜敬称略＞〔 〕内は、部門・題名
◆町長賞
立川紀一〔洋画・大地を�

つか

む〕
◆議長賞
山田　武〔工芸・上田・別所温泉〕
◆教育長賞
松嶋辰正〔洋画・白い花〕
高橋ヨシ子〔洋画・水色のブラウス〕
伊藤由紀子〔工芸・伊奈まつりのつか
彩とてつ生「お姉ちゃんぼくにも綿あ
めちょうだい」〕
◆文化協会長賞
氷室佰水〔書道・きりぎりす〕
◆商工会長賞
落合祥二〔洋画・武甲山〕
◆観光協会長賞
福島　勇〔写真・豊作〕
◆美術家協会長賞
関口清四郎〔写真・磯の風〕
◆埼玉県協賛実行委員会長賞
肥田令子〔日本画・竹林山水〕

教育委員会委員長に内田 武 氏
教育委員の内田武氏が10月31日に任期満了
となり、11月１日付けで再任されました。内
田氏は、平成９年11月から教育委員を務めら
れています。
また、定例教育委員会にて、教育委員長に
再任されました。

シ
ラ
コ
バ
ト
賞
を
受
賞

和
泉
さ
ん
は
、
県
立
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー
内
に
入
院
し
て
い

る
患
者
さ
ん
た
ち
に
、
散
髪
等

の
理
美
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
長

年
続
け
て
こ
ら
れ
た
地
道
な
活

動
が
認
め
ら
れ
、
今
回
受
賞
さ
れ

た
も
の
で
す
。
髪
を
整
え
る
こ
と

は
、
精
神
医
療
を
受
け
る
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
回
復
促
進
の
要

因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

※
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
は
、
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
積
極

的
な
実
践
活
動
を
地
道
に
続
け
て

い
る
個
人
等
に
対
し
、
彩
の
国
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
よ
り
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

文
化
と
も
し
び
賞
を
受
賞

明
治
初
期
に
創
始
さ
れ
た
地

元
ば
や
し
を
保
存
・
伝
承
す
る

た
め
に
、
地
域
の
祭
礼
や
伊
奈

ま
つ
り
で
の
演
奏
な
ど
、
長
年

に
わ
た
り
積
極
的
に
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

今
回
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

※
文
化
と
も
し
び
賞
は
、
地
道
な

文
化
活
動
を
続
け
、
地
域
の
文
化

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
団
体
等
に

対
し
、
埼
玉
県
よ
り
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

和 泉 茂 氏

（南本）

「
大
針
は
や
し
連
」

「
羽
貫
は
や
し
連
」


